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1. わが国の地機（い ざ り機，座機，神代機， などと

‘もい う） は，弥生時代の原始機に機台 が付属した もので

あ るが，こ の導入 はおそ らく５世 紀後半の段階に大陸よ

り新機法伝播 により改革 されたものと思 われる。 ここで

司 題 とす るのは，地機 が国 内で地域的 にあるい は形式的

にいかなる変遷を とげたかを，実証的に検討す るこ とに

あ る。

2, こ の目的から，全 国各地に現存する地機を,構造，

型 式，操 作，名称 の点から調査し 一定 の規準によって実

測図 を作成し た（ なお今回 は地機 のみを取り上 げ， 高機

そ の他 の機 織具は省略す る）。　こ の調査方 法は 考 古学で

拉形式学上からさか んであ るが，民俗学，染織史におい

て は，い ま だ採用するにい たら ない。

3.    知見に上った成果は多いが，主要な点は機台の型

式 から東 北日本では垂直型（ あるい は 座敷型）, 西南日

本 では傾斜型（ あるい は土 間型） と仮称 される二型式 に

大別され，境 界地域 は中部 山岳地方 にある。そし て傾斜

型 の祖型は,徳島県 山間部で太布を製織する地機であ り,

垂直型 はＬ字型の支持柱をもつ関東から東 北地方にかけ

て分布する単純な型式を祖型におくことかでき よう。こ

の二型式 からの発展は単純な構造 に起因する操 作上の欠

｡点 を改良し，各地域で独特 の型式 を生 ずるにい たった。

こ れには地理的環境，機織技法 の伝播,繊維材料 の特性，

機 大工 などが相互的 に関連している もの と考え られる。


